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防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

アルファ米の炊き出し（西町地区）

地
域
の
防
災
・
減
災
力
向
上
の
た
め

　

地
域
の
防
災
、
減
災
力
の
向
上
の
た
め
、
９
月
２
日
に
市
内
一
斉
の

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
８
時
に
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定

し
、
市
内
82
の
地
区
、
自
主
防
災
組
織
で
、
約
６
、０
０
０
名
が
参
加
し
、

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
で
は
、
地
震
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
等
を
想

定
し
た
応
急
対
策
訓
練
を
実
施
し
、
各
自
主
防
災
組
織
で
は
、
災
害
対

策
本
部
と
の
情
報
伝
達
訓
練
を
は
じ
め
、
避
難
訓
練
や
消
火
訓
練
な
ど

様
々
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

NPO減災ネットやまなしによる避難所運営訓練（柳平地区）箸、お皿をラップに包み、ごみ減量を実践（柳平地区）

消火栓を使った消火訓練（西町地区）班編成による安否確認（西町地区）

市給水車による水の確保（柳平地区）安否確認のための受付（柳平地区）
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避
難
所
の
開
設
、
宿
泊
に
よ
る
運

営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
と
い
う
「
自
助
」、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
と
い
う
「
共
助
」
が
大
変
重

要
に
な
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

や
大
規
模
洪
水
等
の
過
去
の
災
害

を
教
訓
に
、日
ご
ろ
か
ら
「
減
災
」

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

屋
外
放

送
は
地
理

的
条
件
や

気
象
状
況

な
ど
に
よ

っ
て
聞
き

取
り
に
く

い
場
合
が

あ
る
こ
と

か
ら
、
災
害
時
や
緊
急
時
の
放
送

及
び
日
常
の
行
政
連
絡
手
段
と
し

て
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
屋
内
戸

別
受
信
機
を
利
用
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
必
要
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　

屋
内
用
戸
別
受
信
機
は
無
償
で

貸
与
し
て
い
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
強

化
、
充
実
を
目
的
と
し
て
、
本
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
地
域
減

災
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
」
に
は
、

９
月
10
日
現
在
１
４
５
名
の
方
か

ら
申
し
込
み
が
あ
り
、
す
で
に
全

５
科
目
を
受
講
し
た
43
名
が
減
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
認
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー

研
修
の
ご
案
内

情
報
伝
達
及
び
食
糧
・
水
支
援

要
請
訓
練
、
住
民
に
よ
る
食
料

（
ア
ル
フ
ァ
米
）
炊
出
し
訓
練
が
、

住
民
約
１
３
０
名
と
地
元
消
防

団
等
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
、
万

が
一
の
災
害
に
備
え
て
、
実
践

的
な
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
中
田
町
中
條
上
野
地
区
に

お
い
て
も
、
住
民
約
40
名
が
地

区
公
民
館
に
自
主
的
に
避
難
し
、

　

穂
坂
町
柳
平
地
区
で
は
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
「
減
災
」
を

目
的
に
、
地
区
の
自
主
避
難
所
の

開
設
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
公
民
館
へ
の
自
主
避

難
訓
練
、
市
災
害
対
策
本
部
と
の

木下　京子さん（右上）　
　実際に起こった時を想定した訓練で、

いつもと違い非常にためになりました。

また、ＮＰＯの方の実際の現場での運

営方法の話がとても勉強になりました。

諒我くん（手前）
　アルファ米の炊き込みご飯がこんな

においしいと思わなかった。いつもの

ご飯と変わらなかったです。

宮川　芳子さん（左側）　
　たくさんの方が訓練に参加してよ

かったです。アルファ米を使った初め

ての訓練が非常に良い経験となりまし

た。

平賀　梨沙さん（左側）
　こんなに大掛かりな訓練は初めて

だったので、とてもためになりました。

万が一の時は、実践に役立てたいと思

いました。

瑠夏ちゃん
　アルファ米がおいしかったです。

降矢　孝博さん（左側）　
　減災リーダーの研修を受けていたこ

とによりイメージに近い形で訓練が進

み、研修の大切さを改めて感じました。

また、地区の方々がたくさん集まり、

今まで以上に防災に対する住民の熱意

を感じました。今後は、毎年「心肺蘇

生法」など、新たな実践的な訓練も取

り入れた防災訓練を実施し、啓発活動

に努めていきたいと感じました。

防
災
行
政
無
線
の

戸
別
受
信
機
を

無
償
で
貸
与

自
主
避
難
所
の

開
設
運
営
訓
練
を
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
　

（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

訓練（柳平地区）に参加された方の感想

　

研
修
は
年
度
を
通
し
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
受
講

を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

自
主
防
災
活
動
の
活
性
化
の
た

め
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本

防
災
士
機
構
が
実
施
す
る
防
災
士

資
格
取
得
研
修
を
受
講
す
る
方
に

対
し
、
受
講
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

  

助
成
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、

研
修
受
講
料
、
資
格
取
得
試
験
受

験
料
、
認
定
登
録
料
で
３
万
円
を

上
限
と
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
に
関
心
の
あ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
指
定
避
難
所
と
し
て
旭

町
上
條
南
割
内
の
「
み
だ
い
体
育

セ
ン
タ
ー
」
を
８
月
８
日
よ
り
指

定
し
ま
し
た
。

対
象
地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
山
寺
、
竹
ノ
内
、
久
保
、

　

湯
舟
、
県
営
旭
団
地

防
災
士
取
得
助
成
金
の

ご
案
内

「
み
だ
い
体
育
セ
ン
タ
ー
」

を
指
定
避
難
所
に
指
定
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そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域

で
、
宅
地
分
譲
等
に
対
す
る
許
可

制
、
建
築
物
の
構
造
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
。

■
①
②
の
指
定
区
域
に

　

対
す
る
対
策
及
び
規
制
等

①
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
：
土
砂

災
害
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
、
災

害
情
報
の
伝
達
や
避
難
が
早
く
出

来
る
よ
う
に
警
戒
避
難
体
制
の
整

備
が
図
ら
れ
ま
す
。

②
（
右
記
の
内
容
に
加
え
）

・
構
造
物
の
構
造
規
制
：
居
室

を
有
す
る
建
築
物
は
、
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に
対
し
て
建
築

物
の
構
造
が
安
全
で
あ
る
か

建
築
確
認
が
さ
れ
ま
す
。

・
特
定
の
開
発
行
為
に
対
す
る
許

可
制
：
住
宅
宅
地
分
譲
や
災

害
時
要
援
護
者
関
連
の
建
築

の
た
め
の
開
発
行
為
は
、
基

準
に
従
っ
た
も
の
に
限
り
許

可
さ
れ
ま
す
。

・
建
築
物
の
移
転
：
著
し
い
損
壊

が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
建

築
物
の
所
有
者
等
に
対
し
、

移
転
等
の
勧
告
が
図
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る

　

場
合

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

マ
ッ
プ
（
山
梨
県
砂
防
課
）

h
ttp
://w

w
w
.s
a
b
o
m
a
p
.jp
/

yam
anashi/

■
直
接
窓
口
で
確
認
す
る
場
合

　

（
北
巨
摩
合
同
庁
舎 

３
階
）

　

県
中
北
建
設
事
務
所
峡
北
支
所

☎
０
５
５
１
ー
２
３
ー
３
０
６
２

　

９
月
９
日
（
日
）、
山
梨
県
消

防
団
員
操
法
大
会
の
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
に
、
穴
山
分
団
が
峡
北
支

部
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
操
法
は
、
お
よ
そ
60

メ
ー
ト
ル
前
方
に
設
け
ら
れ
た
２

カ
所
の
標
的
を
、
第
一
線
、
第
二

線
の
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
て
放
水
で

射
る
実
戦
形
式
で
行
わ
れ
る
も
の

で
、射
落
と
す
ま
で
の
所
要
時
間
、

操
作
の
確
実
性
、
操
作
員
の
規
律

や
安
全
管
理
体
制
な
ど
が
審
査
さ

れ
る
競
技
で
す
。

　

当
日
、
穴
山
分
団
の
選
手
は
、

４
ヶ
月
に
わ
た
る
厳
し
い
練
習
の

成
果
を
堂
々
と
発
揮
し
ま
し
た
。

大
会
を
終
え
、
指
揮
者
と
し
て
出

場
さ
れ
た
伊
藤
洋
治
さ
ん
は
「
４

ヶ
月
に
及
ぶ
訓
練
は
本
当
に
大
変

で
、各
消
防
団
員
の
協
力
や
家
族
、

地
域
、
職
場
の
理
解
を
得
た
こ
と

に
よ
り
操
法
の
練
習
に
打
ち
込
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
毎

夜
、
規
律
を
指
導
い
た
だ
い
た
韮

崎
消
防
署
、
応
援
に
来
て
い
た
だ

い
た
各
分
団
の
方
々
に
助
け
ら

れ
、
今
日
の
大
役
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
訓
練

の
成
果
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
消

防
活
動
を
通
し
て
皆
さ
ん
へ
の
恩

返
し
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。」
と
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

　

「
土
砂
災
害
防
止
法
」
が
施
行

さ
れ
、
土
砂
災
害
（
が
け
崩
れ
、

土
石
流
、
地
滑
り
）
か
ら
住
民
の

生
命
を
守
る
た
め
、
土
砂
災
害
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
を

明
ら
か
に
し
、
危
険
の
周
知
、
警

戒
避
難
体
制
の
整
備
、
住
宅
等
の

新
規
立
地
の
抑
制
等
の
ソ
フ
ト
対

策
が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

韮
崎
市
で
は
今
ま
で
に
１
３
４

箇
所
が
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
防
災
危
機
管
理
の
た

め
、
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域

が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
把
握
す
る
こ
と
は

必
要
不
可
欠
で
す
。

■
指
定
区
域
の
種
類

①
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
、
土
石
流
等

が
発
生
し
た
場
合
に
、
住
民
の
生

命
ま
た
は
身
体
に
危
害
が
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区

域
で
あ
り
危
険
の
周
知
、
警
戒
避

難
体
制
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。 

②
「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
、
土
石
流
等

が
発
生
し
た
場
合
に
建
築
物
に
損

壊
が
生
じ
、
住
民
の
生
命
ま
た
は

身
体
に
著
し
い
危
害
が
生
ず
る
お

穴
山
分
団
県
ポ
ン
プ
車
操
法
大
会
に
出
場

あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
は

土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ
投
票
開
始

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
協
賛
ゆ
る

キ
ャ
ラ
  ®
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
２

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
よ
る
全

国
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
人
気
投
票

に
、
わ
が
市
の
「
ニ
ー
ラ
」
も
エ

ン
ト
リ
ー
。
み
な
さ
ん
の
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://itp

.n
e.jp

■
投
票
期
限　

11
月
16
日
ま
で


